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根拠法令・個別計画
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◆平成２６年度実施内容

　アパート、マンションなどを除いて約１０世帯に1本の割合で街頭消火器を設置している。

各自主防災会で自主的に点検を実施していただくとともに、消防職員により年２回の点検を

実施、破損、盗難等への対応や消火器の使用期限の確認を実施し、使用期限を経過した

消火器の更新を行った。また、市民からの連絡に対しては設置場所へ出向いて、破損･紛失

した消火器や収納ボックス等を点検して、交換や修理補修等の対応を行う。

　地区防災訓練を実施し、自主防災活動支援補助金制度により申請のあった自主防災会に

補助金の交付を行った。

　

◆平成２６年度直接経費の内訳

　  需用費（消耗品費及び食料費等）（４，６４０千円）：（内消火器更新１，４８０本）

　　役務費及び備品購入費（２，３１７千円）

　　補助金（２，５３８千円）：（自主防災会活動支援補助金）

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

自主防災会活動を活性化します

1

平成１２年度以前

安全・環境

9

～

消防総務課

消防係

3

小牧市地域防災計画

5

平成３１年度以降

消防・救急

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

地区住民へ大地震時の火災等に対して、街頭消火器による初期消火活動を促進する。

自主防災会活動支援補助金制度を活用することにより、自主防災会活動の向上、市民の防

災に対する意識の高揚及び普及を図る。

内容

（手段）

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

無

4,997

12,177

0

0.35

0.55

直接経費

00

4,997

0.00

Ｈ26決算額

0

0.00

要要要要

一般財源

0

費用合計

4,997

従事者数 0.00

その他職員

人件費

正職員

従事者数

人件費

0.95

　　補助金（２，５３８千円）：（自主防災会活動支援補助金）

◆平成２７年度直接経費の内訳

　 需用費（消耗品費及び食料費等）（１，３４８千円）：（内消火器更新８８本）

   役務費及び備品購入費（３１５千円）

 　補助金（６，９０４千円）：（自主防災会活動支援補助金）
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事業実施におけ

る課題

　現在は単独の自主防災会ごとに実施している地区防災訓練を小学校区単位で実施

するように広く周知し、共助の意識の高揚を図るよう呼びかけを継続していく必要があ

る。
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事業の

達成状況

　平成２６年度は計画どおり街頭消火器の更新を実施し、有事の際の初期消火に役

立たせることができる。

　平成２６年度から、各自主防災会が自主的な防災活動を推進するため、防災資機

材の整備、地区防災訓練等に対して必要な資機材等を購入するために、小牧市自主

防災会活動支援補助金制度を制定し、市民の防災に対する意識の高揚及び普及を

図ることができた。
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　平成２６年度に制定した小牧市自主防災会活動支援補助金交付要綱では、小学校

区単位で訓練を実施した自主防災会を対象とした。ただし、平成２６年４月１日から平

成３１年３月３１日までの間に単独の自主防災会で訓練を実施した場合、補助限度額

を段階的に引き下げることとしている。このため、今後は各自主防災会に小学校区単

位での訓練を実施していくよう、進めていかなければならない。
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の改善案

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

　平成２６年度より運用を開始した小牧市自主防災会活動支援補助金要綱を継続し

ていく。

判定理由

　事業を廃止することにより地域の自主防災能力の低下に繋がる恐れがあるととも

に、市民の防災意識の低下に繋がる。

維　持

　自主防災会活動を通じて市民の防災意識の高揚に繋がるよう維持する。
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一次評価のとおり。

各地域での自主的かつ効果的な防災活動や市民の防災に対する意識の高揚に

繋がるよう啓発を行うこと。


